様式第１６号

　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日　

公益財団法人 福岡県中小企業振興センター
　理事長　松本　茂樹　様

住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　

成　果　報　告　書

　補助金の交付を受けた福岡よかとこ起業支援金事業に関する成果状況を、福岡よかとこ起業支援金交付要綱第２３条の規定に基づき、下記のとおり報告します。

記

１　補助金交付年度
令和　　　年度

２　事業テーマ名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
３ 開業・設立状況等（該当する方に☑を付け、該当項目を記入してください）
	①　開業・法人設立又は事業継承・第二創業により新たに実施した事業について

	起業分類
	☐ 個人事業開業　　 ☐ 法人設立　　 ☐ 起業前　　 
☐ 事業継承　 ☐ 第二創業

	起業日
（事業承継、第二創業を行った日）
	令和　　年　　月　　日　（開業届日、法人登記日、変更登記日）

	屋号または法人名
	

	事業所在地
	

	②　許認可・免許等の取得について

	取得の有無
	☐ 不要
☐ 取得済み（令和　　年　　月　　日）　
☐ 未取得（令和　　年　　月　　日予定）

	許認可・免許等名
	許認可・免許等名：

	③　フランチャイズ契約締結状況について

	契約締結の有無
	☐ 不要　
☐ 締結済み（令和　　年　　月　　日）    
☐ 未締結（令和　　年　　月　　日予定）

	
	契約相手先：

	④　事業開始について

	事業開始日
	令和　　年　　月　　日





４　事業実績
（1） 直近の売上高（事業開始から１年未満の場合は該当期間）　・年間売上金額：　　　　　　円　※期間：令和　　年　　月 ～ 令和　　年　　月
・１か月平均売上金額：　　　　　　円


（2） 直近の事業利益・法人の場合：決算報告書・当期純利益　　　　　 　　　　　　　円
・個人事業の場合：確定申告書の事業所得金額の合計　　　　　　　　円


（3） 従業員数　　　　名（社長・事業主だけの場合は０名と記入して下さい。）
内訳：正社員　　　名　　パート・アルバイト　　　名


５　事業に関する課題

６　今後の見通し

７　補助金利用による財産の確認
（1） 取得財産の使用状況　※補助金により設備・知的財産権を取得した方は記入してください。
	区分
	具体的な内容
	計画事業目的による使用状況
（該当する方に☑印をつけてください）

	設備
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない

	
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない

	
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない

	
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない

	
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない

	知的財産権
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない

	
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない

	
	
	☐ 使用している　☐ 使用していない


※設備は、実績報告において「（別紙５）機械装置・備品等管理台帳」を作成したものについて、具体的な内容を記入してください。
※知的財産権は、特許権・実用新案権・意匠権・商標権等の区分と具体的な内容を記入してください。
※表の行数が不足する場合は、適宜追加してください。
（2） 取得財産の使用状況
（１）において「使用していない」と回答した方は具体的な状況を記入してください。
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８　添付書類
・法人の場合：直近１期の決算報告書のうち、貸借対照表と損益計算書の写し
※３月決算の法人の場合は、一旦仮決算書を提出してください。本決算後正式な決算書類（写し）を提出してください。
・個人事業の場合：直近１期の確定申告書のうち、第一表、第二表、収支内訳書（１・２面）または所得税青色申告決算書（１～４面）の控えの写し（税務署受付印のあるもの。電子申告の場合は、「受付結果（受信通知）」を印刷したものを受付印の代用として添付してください。）


